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熊谷市総合政策部スポーツ観光課　横森、水野
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タイトル

令和元年１１月１６日（土）・１７日（日）１０時００分～１６時００分（両日）

熊谷スポーツ文化公園　にぎわい広場

全国ご当地うどんサミット
目的：国産小麦の普及・消費拡大及びご当地うどんの再発見
開催地：２０１１年に滋賀県東近江市で初めて開催。１１年～１３年を東近江市
　　　　２０１４年～１６年　愛知県蒲郡市※熊谷うどんは２０１４年から参加。
　　　　２０１７年～１９年　熊谷市＝本年が埼玉・熊谷開催の最終年となります。
　昨年の第８回は、３２のご当地うどんが出店し、過去最高の出店数となりました。
　また、来場者による投票で、熊谷うどんがグランプリを獲得。
　今回実施したうどんレシピコンテストの優勝、準優勝の表彰も行います。
　また、人数限定にはなりますが、うどん打ち体験のブースも用意します。

特徴やPRポイント

熊谷市
記者クラブ取材情報

「第9回　全国ご当地うどんサミット2019 in 熊谷」の開催について

キャッチフレーズは「国産麦の聖地・熊谷から　麺 for ALL、ALL for 麺」
　熊谷市が小麦の一大産地であり、麦栽培の中興の祖「麦王・権田愛三」翁の生誕地
であること、さらに会場となる熊谷スポーツ文化公園が「ラグビーワールドカップ
2019」の試合会場であったことから、引き続きこれを使用することとしました。

・ボランティア：民間企業及び専門学校、中学校の協力
・協賛・協力団体を中心としたスポンサーブースの展開
・来場者輸送力の増強、会場周辺路上駐車対策の更なる強化
・熊谷産小麦生産者表彰の実施
・うどんレシピコンテスト表彰の実施

【問合せ先】
うどんサミット実行委員会事務局　小島・依田
TEL：048-579-5701

令和元年１０月２８日発表
担当課：スポーツ観光課






